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250-350 g の Hartley 系白色モルモットを使用した。 O.lM リン酸緩衝2.5% グルタールアルデヒドに
て生体濯流固定をした後に，同固定液に 3 時間浸漬し，さらに 1%四酸化オスミウム酸により後固定し
た。 3%酢酸ウランにて block 染色を行い，エタノール系列で、脱水しエポン包埋した。ついで超薄切片
を作成し， 3%酢酸ウランおよびクエン酸鉛で電子染色をほどこし，透過型電子顕微鏡にて観察した。
またサイトケラチンの局在を知るために免疫細胞化学を光顕 (F 1 TC法)および電顕(immouno­






アなどの細胞内小器官に富む細胞でこれを 1 型上皮細胞あるいは細胞内小器官に富む細胞 Ccytoorga­
nelle-rich cell) とし もう一つは微紋毛細胞内小器官には乏しいが細胞内に豊富なフィラメントを
もっ細胞でこれを 2 型上皮細胞またはフィラメントに富む細胞 Cfilament-rich cell) と名付けた。サイ
トケラチンに対する免疫細胞化学では上皮細胞 とくに 2 型上皮細胞内のフィラメントに強い反応が
見られた。内リンパ嚢の腔内は電子密度の高い内リンパ液に充たされ またそれと同じ電子密度の内容
物を容れた vaculoes を持つ浮遊細胞が多数みられる o lndia ink あるいは latex beads を蛸牛管に注入
24-48時間後の内リンパ嚢腔内には これらの外来異物が充満していた。浮遊細胞は ink 粒子あるいは





(1) 内リンパ嚢上皮細胞は超微構造上， 1 型 Ccytoorganelle-rich cell) と 2 型 Cfilament-rich cell) 
の 2 種類に大別することができた。従来からの light-dark cell の分類は固定不良による人口産物で
ある。
(2) 内リンパ嚢には異物・細胞残屑の処理能力があり，主に浮遊細胞(マクロファージ)がそれを行う




ことを示し，これとは全く別に，微繊毛，細胞内小器官に富む 1 型上皮細胞 Ccytoorganelle-rich cell) 
と細胞内フィラメント，とくにサイトケラチンに富む 2 型 Cfilament-rich cell) とに分けられることを
明らかにした。
ついで②内リンパ嚢(蛸牛管)に注入した lndia ink あるいは latex beads を内リンパ液とともに
嚢内の浮遊細胞(マクロファージ)と 1 型上皮細胞が取り込むことを明確にしたものであるO 特に， 1 
型上皮細胞は時に偽足を出して内リンパ嚢腔内にある変性におちいった白血球も貧食するO
以上から，内リンパ嚢は，内リンパ液に加えて内リンパ腔内の異物・細胞残屑等を取り込んで処理を
行う重要な器宮であることを明確にしたもので医学博士の学位を与えるのにやぶさかで、はない。
